
生涯学習課

施策 22 関係課

月 31 日

基本
目標

Ⅳ 主管課
名称

課長

施策マネジメントシート（2022年度の振り返り、総括） 作成日 2023 年 5

豊かな心と文化を育むまち

生涯スポーツの推進

丸山　浩文

意図

1 スポーツ意欲の高揚 町民
地域からスポーツや運動への意欲
や関心が高まる。

2 スポーツ機会の充実 町民
基
本
事
業

基本事業名 対象

4

スポーツや運動をする機会を得ら
れる。

3 スポーツ環境の整備 町民
スポーツや運動をする場を得られ
る。

2016年度(H28) 2017年度(H29) 2018年度(H30) 2019年度(R1) 2020年度(R2) 2021年度(R3) 2022年度(R4)

Ａ
実績値 45.5 44.9 47.0 48.2 51.0 43.9 50.4

目標値 52.0 50.0 51.0 53.0 50.0 55.0

19/1,277 19/1,278 19/1,287 19/1,233 19/1175

目標値 20/1,400 20/1,350 20/1,300

実績値 20/1,418 19/1,349

20/1,300 20/1,250 20/1,250

目標値

実績値

目標値

実績値

指
標
設
定
の
考
え
方
と

実
績
値
の
把
握
方
法

A)直接的な設問であり、数値が高まれば目的が達成できているといえるため成果指標とした。
町民アンケート（翌年度実施分）により把握
※あなたは日頃、運動やスポーツなど、身体を動かすことに取り組んでいますか。→「ほぼ毎日」「週に１回程度」と回答した人の割合
B)数値が変わらず推移すれば目標が達成できているといえるため成果指標とした。
主管課で実数を把握
※みなかみ町スポーツ協会加盟団体数及び会員数

目
標
値
設
定
の
考
え
方

A）みなかみ町スポーツ推進計画（H25.４～R５.３）の目標である「週1回以上スポーツに取り組む成人の割合を55%以上とします」との整合性を図ります。この
55％の根拠は、計画作成時の上位計画等を参考に設定を行いました。
B）スポーツ協会加盟団体の登録者数は、人口減や高齢化による減少と、退職をきっかけに時間に余裕の持てる世代が健康維持で運動を始めることを想定
し、2022年までの成り行き値を１割減とした。

目標値
E

実績値

施
策
の
成
果
指
標

区分

施
策
の
目
的
・
目
標
達
成

の
た
め
の
役
割
分
担

１．町民（事業所、地域、団体）の役割 ２．行政（町、県、国）の役割

・スポーツや運動に関心を持ち、教室やイベント、団体・グループ活動に積極的
に参加する。
・スポーツや運動の楽しさを広め、仲間づくりを行うなど、普及啓発に取り組む。
・指導者となり、さらには後継者を育成する。
・町のスポーツ推進計画に関心を持ち、今後町の進むべき方向性を認識し、で
きることに協力・参加する。

・スポーツ教室や大会を開催するなど、スポーツや運動に取り組むきっかけ
と、機会の提供を行う。
・体育施設の整備と管理運営を行い、スポーツや運動を行う場を提供す
る。
・スポーツや運動を行う人・団体の活動を支援する。
・スポーツ推進計画を広く町民に周知し、町のスポーツに対する方向性を
認識してもらう。
・町のスポーツ関連団体のあり方を再度確認し、それぞれの特性を活かし
た団体の活性化・組織化を支援する。

施
策
を
取
り
巻
く
状
況

１．施策を取り巻く状況（対象や法令等）は今後どのように変化するか？ ２．施策に対して、住民や議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

・2022年度に国のスポーツ基本計画が策定された。
・2020年度に群馬県スポーツ推進計画が見直され、2021年度からの新たな推
進計画が策定された。
・2022年度にみなかみ町スポーツ推進計画を見直し、2023年度からの新たな推
進計画に沿って推進していく。
・少子化が進み、スポーツ少年団の単位団の維持が困難になりつつある(特に
団体スポーツ）。
・休日における中学校部活動の地域移行について、令和5年度から7年度の3年
間を改革推進期間として、地域の実情に応じ可能な限り早期の実現を目指し取
り組むよう文科省のガイドラインに明記されている。

・老朽化の進む施設が多く、修繕や設備の機能向上を求める要望がある。
・子どもや高齢者が気軽に体を動かせる場の提供が求められている。
・町教委等が主催するスポーツや運動に関する行事について、町民の半
数以上はスポーツ等に親しむ良い機会と考えている。
・町民アンケートでは、トレーニングジムやウォーキング専用コース、多目的
に利用できる公園を望む回答が多い。また、医療費削減のため、健康教室
やストレッチ体操教室などを定期的に実施して欲しい。
・部活動地域移行については、先進的な少年団の指導者からどのようにす
るのか問い合わせはあるが、具体的にどのようにするのか、したいのかにつ
いては不明の状況。一般住民や保護者からは今のところ特に意見・要望等
は出ていない。

施
策
の
目
的

対象

町民

意図

生涯を通じてスポーツや運動
に親しむ。

単位

団体/
人

％

スポーツ協会加盟競技団体数/登録者数

週１回以上、スポーツや運動をしている町
民の割合

成果指標名

Ｄ

Ｃ

Ｂ

施策の
基本方針

・町民の多様なスポーツニーズにこたえ、身近な地域で気軽に運動に親しむ環境の整備を進めるとともに、生涯スポーツに触れる機会を創出し地域に根づいたスポーツの振興
を図ります。
・町民が、スポーツに「関心や興味を持ち・気軽に取り組み・自主的に継続できるよう」段階を追った支援に努めます。
・主体的、継続的な競技スポーツを担うスポーツ協会の活動と、子どもたちのスポーツ振興を担うスポーツ少年団の活動を支援します。
・既存体育施設の計画的な施設整備や改修、備品等の更新を進め、生涯スポーツの場の確保と利便性の向上に努めます。
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施策 22 生涯スポーツの推進 主管課
名称 生涯学習課

課長 丸山　浩文

目標値を多少下回った。

目標値を大きく下回った。

②
他
団
体
と
の
比
較

かなり高い水準である。

どちらかといえば高い水準である。

ほぼ同水準である。

どちらかといえば低い水準である。

①国と比較すると、週１回以上運動・スポーツをしている人の割合は、令和４年度実態比較で、国52.3％に対
して、町は50.4％と下回っており、各々の年代別での検証では、50代・60代が国を大きく下回っている。
■みなかみ町　全体50.4％、20代53.8％、30代43.5％、40代53.7％、50代37.2％、60代46.5％
■国　　　　　全体52.3％、20代49.2％、30代44.7％、40代45.9％、50代47.8％、60代56.5％
②沼田市スポーツ協会と比較すると、会員数・団体数共に沼田市は前年と同じで、みなかみ町は会員数が減少
している。ただし、沼田市はコロナ禍において各競技部の総会が開催できていないため、人数の把握が困難で
あると報告を受けている。
■みなかみ町　（R3）19団体1,233人　→　（R4）19団体1,175人（58人減・前年比95.3％）
■沼田市　　　（R3）32団体4,437人　→　（R4）32団体4,437人（前年比100％）

①「週に1回以上運動・スポーツをしている町民の割合」は、令和４年度50.4％と目標値55％には到達して
いない。
②スポーツ協会加盟団体・登録者数は、人口減少や高齢化及びコロナ禍の影響で、目標値20団体1,250
人を下回っている。

かなり低い水準である。

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

（
案

）

スポーツ機会の充実

スポーツ環境の整備

①安全かつ継続的にスポーツが行えるよう、各体育施設の点
検を進め維持管理を図る。
②コロナ禍において、ひとりでトレーニングができるため各体
育施設のトレーニングルームの利用者が増加した。施設整備
や備品等の更新を順次行い、利便性の向上を図る必要があ
る。

①トレーニング機器や備品等の点検・交換を定期的に行う。
②利用者の要望を真摯に聞き、計画的に整備・改修を進め
る。

今後の課題 今後の取り組み（案）

1

①第２次スポーツ推進計画（案）の目標「週に１回以上運動・
スポーツをしている町民の割合を50％以上とする」計画を達
成する。
②スポーツに取り組む人の裾野を広げるため、地域のスポー
ツ活動を推進する組織の立ち上げが必要である。
③少年期のスポーツ機会の創出（民間と連携）

①コロナウイルスに配慮して、スポーツイベントを企画する。
②町教委・スポーツ推進委員を中心に地区体育委員の再構
築を含め、地域スポーツを推進する組織づくりについて検討
する。
③スポーツ少年団への支援を引き続き進める。

2

①生涯を通じ健康な生活を送るために、継続的なスポーツの
取り組みが出来る機会を創出する必要である。
②スポーツの普及においてスポーツ協会の担う役割は大きい
が、活動の継続や維持が困難な団体もあり、協会の活性化が
必要がある。

①スポーツ協会及び関係部署と連携し、健康維持のための
教室やスポーツイベントを開催する。
②スポーツ協会加盟団体の教室や大会に誰もが気軽に参加
できる体制を再構築する。競技性も重要だが、初心者でも参
加しやすい協会を目指す。

3

基本事業名

スポーツ意欲の高揚

施
策
の
成
果
水
準
の
分
析
と
背
景
・
要
因
の
考
察

実績比較 背景・要因

①
時
系
列
比
較

かなり向上した。
①「週に１回以上運動・スポーツをしている町民の割合」は、令和３年度は43.9、令和４年度は50.4％と増加
している。新型コロナウイルス感染症の警戒度が比較的低くなったことの影響によるものと考えられる。ま
た、「以前はしていたが、現在はしていない」と回答した人の割合は、令和３年度は23.9％、令和４年度は
20.1％と減少している。
②スポーツ協会の登録者数は、令和３年度は19団体1,233人、令和４年度は19団体1,175人と減少してい
る。

どちらかといえば向上した。

ほとんど変わらない。（横ばい状態）

どちらかといえば低下した。

かなり低下した。

③
目
標
の
達
成
状
況

目標値を大きく上回った。

目標値を多少上回った。

ほぼ目標値どおりの成果であった。

4

基
本
事
業
の
成
果
指
標

3

1

目標値

実績値

目標値

実績値

17/411

43

目標値

実績値

4443

目標値

実績値

教室

人

48 48

43

目標値

実績値

89,700

目標値

実績値

60,455 84,271

46 43 4543

基本事業名

スポーツ意欲の高揚

17/390 18/380 18/380 18/380

1

2

17/400

43 44 44

89,800 89,900 90,00089,500 89,600

144,711 131,056 51,581126,393

目標値

実績値

目標値

実績値

成果指標名

スポーツ少年団の団数/団員数

地域スポーツ協会設置数

団体/
人

団体

スポーツ機会の充実

スポーツ環境の整備

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

体育施設利用者数

スポーツ協会加盟団体の教室開
設数

31

19/438 20/460 23/532 25/517 20/47819/42618/438

1

89,503

2022年度2021年度2020年度2019年度2018年度2017年度2016年度区分単位

1 1 1 1 1 1

1 2 2



22.生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

組織名 地域整備

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進

会
計

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進

令和 5 7 3

1 款 8

事務事業 000001 体育協会活動支援事業

継続事業

施
策
体
系

事務事業 000008 寺間運動公園管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

令和 5 7 3

単位

継続事業

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績都市公園（H16年8月告示、運動公園）に係る維持

管理事業である。指定管理者は、群馬スノーアラ
イアンスである。

野球場のグランド整備を行ったことにより、快
適に利用できるようになった。

事業費 548,749 円

課

②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策
基本事業 03 スポーツ環境の整備 管理上の問題発生（対処）件数

都市計画 係

件
事業
期間

会
計

項 4 目 4 0 0

野球場等の施設が老朽化しており、修繕が必要
である。

計画的な施設整備を検討する。
令和　３年度 令和　４年度

① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果
事業費 3,469,000

基本事業 02 スポーツ機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

協会主催・競技団体主催大会の事業
数

係
単位

課 生涯学習

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績町民の体力の向上と親善・交流および社会体育

の振興を図ることを目的としている任意団体の運
営を事務局として支援する。スポーツ協会登録会
員は登録競技団体・スポーツ少年団。

コロナの影響でスポーツ協会が主催する大会
等が中止となったため思うような活動ができ
なかった。

円

事業

令和 5 7 3

項 6 目 1 25  67
事業
期間

会
計

1 款 10

人口の減少により、特に団体競技の存続が厳し
い。競技スポーツを普及する上でスポーツ協会の
役割は大きく、協会の活性化は大変重要である。

コロナウイルス感染対策を講じたうえで活動
をしていく。部活動の地域移行の受け皿とし
て、スポーツ少年団活動との連携を進め、活
動が活性化するようサポートしていく。

令和　３年度 令和　４年度

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績町におけるスポーツの推進を図るため、スポーツ
推進委員を委嘱するとともに、事務局運営事務を
行う。

コロナの影響により会議もイベントも例年通り
には実施できなかった。

円事務事業 000001 スポーツ推進委員会事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,549,864

基本事業 01 スポーツ意欲の高揚
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

活動回数（会議回数）

係

事業
期間

1 款 10

委員が主体的となり、積極的に活動できる体制整
備を整えていく必要がある。

コロナウィルス感染症が収束しないと活動は
難しい。

令和　３年度 令和　４年度

5 7 3

人517 478

回項 6 目 1 1  7

単位
生涯学習

令和　３年度 令和　４年度

事業実績
みなかみ町スポーツ少年団事務局業務また加盟
する各スポーツ少年団の活動支援業務

コロナウイルス感染拡大につき、スタートコー
チ（指導者養成）講習会が中止となった。

円事務事業 000002 スポーツ少年団活動支援事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 512,000

基本事業 02 スポーツ機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

各スポーツ少年団参加児童数

係

令和

課

項 6 目 1
事業
期間

会
計

1 款 10

指導者資格が日本スポーツ協会公認スポーツ指
導者資格に統一される。２０２３年１１月までに指
導者個人が移行手続きを行う。

スタートコーチへの移行サポートをする。部活
動の地域移行の受け皿として機能できるよ
う、連携を図ると伴に活動の活性化につなが
るようしっかりとサポートし、団員減少をくい止
める。継続事業



22.生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進

令和 5 7 3

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績
子育て健康課と共催し、「おとなの運動教室」（４０
〜６４歳対象）を実施

少しでも興味を持ってもらえるよう、楽しみな
がら身体を動かすプログラムを設定したり、県
内で活躍している指導者を起用したりする。
感染症対策を徹底し、安心安全な教室を実施
した結果、教室数は倍増した。

円事務事業 000004 スポーツ教室事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 501,984

基本事業 02 スポーツ機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

スポーツ教室開催回数

係

回

5 7 3

項 6 目 1  9  18
事業
期間

会
計

1 款 10

働き盛りの年代を対象とし、身体不活動の減少と
クオリティ・オブ・ライフの向上が課題。

教室参加申込をWebで行えるシステムの構
築。気軽に参加できる環境を整備。

令和　３年度 令和　４年度

事業実績社会体育の振興を図る事業を実施する団体等に
対し、予算の範囲内で事業実施に要する経費の
一部を補助金により交付する。

コロナウィルス感染症のため実施事業は少な
いが、申請に対し補助金を交付することがで
きた。

円事務事業 000003 体育振興費補助事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,776,000

基本事業 02 スポーツ機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

申請（交付）件数

係

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進

令和

件項 6 目 1  2  4
事業
期間

会
計

1 款 10

事業を実施できる団体等の育成。
地区・行政区等で補助金を活用してもらえる
よう周知をしていく。

令和　３年度 令和　４年度 単位
課 生涯学習

継続事業

組織名 生涯学習

生涯学習

令和 5 7 3

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進

単位
課 生涯学習

継続事業

事業実績毎年、学校等の夏休み期間中に新治Ｂ＆Ｇ海洋
センタープール及び桃野小学校プールを開放し、
安全で安心して水に親しむ場所を提供。

桃野小学校のプール開放は、コロナウィルス
感染症のため実施できなかったが、Ｂ＆Ｇ海
洋センターはカヌーとＳＵＰの体験会として開
催できた。

円事務事業 000006 プール開放事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 19,520

基本事業 02 スポーツ機会の充実
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

利用者数・開放日数

係組織名

人・日

令和 5 7 3

項 6 目 2  0・0 0・0
事業
期間

会
計

1 款 10

沼田市民プ－ル、Ｂ＆Ｇ海洋センター、桃小プ－
ル開放事業の連携を図り、利用者の利便向上を
図る。熱中症や新型コロナ等の防疫対策。

桃野小は更衣室が狭いためコロナウィルス感
染症が収束しないと実施は難しい。
あらかじめ水着着用で着てもらうなどの工夫
が必要。

令和　３年度 令和　４年度

事務事業 000004 体育施設管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 26,847,208

基本事業 03 スポーツ環境の整備
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係組織名 生涯学習

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進

令和　４年度 単位
課

継続事業

事業実績

緑地広場ホッケー場、北部グラウンド、南部グラウンド、
大中島運動公園テニスコート、名胡桃体育館、南部体育
館、北部体育館、月夜野弓道場、大穴多目的広場、湯
原多目的広場、新治武道場、入須川社会体育館、新治
中央運動公園（野球場・多目的広場・ゲートボール場・テ
ニスコート）、月夜野多目的広場等の社会体育施設の維
持管理を行う事業

総合グランド野球場のスプリンクラー、新治中
央運動公園トイレ浄化槽の修理等を実施し
た。

円

人項 6 目 2  35961  52430
事業
期間

会
計

1 款 10

関係者への説明・理解
老朽化した施設設備の維持修繕。

体育施設維持計画に基づき、老朽化が著し
い施設より順番に修繕にあたる。

令和　３年度
生涯学習



22.生涯スポーツの推進

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

年 月 日作成 (令和 年 月 日更新)

生涯学習

令和 5 7 3

施
策
体
系

人6361  15622

単位
課 生涯学習

令和　３年度 令和　４年度

生涯スポーツの推進
事業実績

月夜野地区体育施設の拠点施設で、臨時職員4
名で日程調整をして、主に施設の受付予約・貸
出・料金の徴収、用具等の貸出業務を行っている
事業。

バスケットゴールの改修を実施。

円事務事業 000001 総合体育館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 12,474,865

基本事業 03 スポーツ環境の整備
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係組織名

施策 22

令和 5 7 3

項 6 目 2
事業
期間

会
計

1 款 10

月夜野地区体育施設のスポーツ器具・用具が老
朽化しているため買い換えなどを進める必要があ
る。特に吊り下げ式のバスケットゴールは修理部
品がないため、壁取り付け式に改修したい。ま
た、臨時職員４名体制であるが勤務は1名なので
事務室内での事務しかできない。

老朽化した備品の計画的な更新の実施。老
朽化した施設や、ＬＥＤ化等計画的に実施を
検討する。

継続事業

事務事業 000003 新治B&G海洋センター管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 4,842,700

基本事業 03 スポーツ環境の整備
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係組織名 生涯学習
単位

課 生涯学習

施
策
体
系

施策 22

継続事業

生涯スポーツの推進
事業実績

新治Ｂ＆Ｇ海洋センターの管理運営業務

遊泳利用を避け、カヌー＆ＳＵＰ体験会を開
催し老朽化による負傷等を防止した。財団事
業に積極的に取り組み、５年連続で特Ａ評価
を獲得した。

円

人

令和 5 7 3

項 6 目 2 5322 8168
事業
期間

会
計

1

施
策
体
系

施策 22 生涯スポーツの推進
事業実績

施設の維持管理を行う事業。施設の受付予約・
貸出・料金の徴収、用具等の貸出を行っている。

体育館外壁の崩落防止の修繕を行った。

円事務事業 000002 水上社会体育館管理運営事業
① 事務事業の内容 ③課題解決のため取り組んだ事、その結果

事業費 1,367,828

基本事業 03

令和　４年度 単位
課

款 10

老朽化が著しく、施設の外壁やプールサイドのタ
イルが破損している。

引き続き、財団事業への積極的参加を進め、
特Ａ評価を維持する。機能的なことも含め大
規模改修を視野に入れて計画をしていく。

令和　３年度 令和　４年度

生涯学習

継続事業

生涯学習

スポーツ環境の整備
②事務事業の課題 ④今後の方針・課題解決策

施設利用者数

係組織名

人項 6 目 2 4344 8051
事業
期間

会
計

1 款 10

体育館北側の外壁が老朽化により崩落し、駐車
車両や通行者に危険な状態。公民館及び体育館
の照明が水銀や蛍光灯のため更新が必要。

湯原地区の整備計画が決まらないと整備が
困難な状態だが、住民の利用に支障の来さ
ないように小修繕等を実施し、利便性の向上
を図りたい。

令和　３年度


